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ゴミ持ち帰りキャンペーン

　住みよい郷土建設協会中里支部（住み郷）では10月

21日の日曜日、カントリークリーン作戦で清津峡に

訪れた県外ナンバー200台を対象に「ゴミ持ち帰りキ

ャンペーン」を実施し、自分のゴミは自分で持ち帰

るよう呼びかけました。

　皆さんも、どこに行っても自分のゴミは持ち帰る

よう心力～けましょう。
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前回は、県の合併促進要綱から「合併のパターン」や「どうして今、合併なの？」をお知らせしました。

市町村合併特集第2弾として、引き続き同要綱から合併のメリット・疑問についてお知らせします。

　　通などの基盤整　体的1こ推進した駄産業の　螺鰹．1撚．綾灘

難萎、と灘欝鶴魏翻笥髭潤慧騰、麟，．　一
なります。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　②行政サービスの向上が期待で舗す。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　住民にとっては行政サービスの選択の幅が広がると

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ともに、より高い水準のサービスを安定的に受けられ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　るようになります。例えば、従来、小規模市町村では

灘繋灘
馨

．雛

③行財政基盤の強化が図れ言すo

　行政経費の節約により、少ない経費でより高い水準の行

政サービスが可能となります。例えば、管理部門（総務、

企画など）を中心とした組織の統合によって、職員をより

住民に密着したサービスの提供を行う部門に充てることが

できます。また、従来、各市町村に置かれていた三役、議

員、委員会や審議会の委員、事務局職員などの総数が減少

することで、人件費など経費の節減が図れます。

　更に、広域的観点から公共施設を配置することができる

ので、同じような施設の重複を避け、効率的で質の高い施

設の整備が可能になります。この他既存施設の運営につい

ても広域的・機能的観点から見直すことで、維持管理等の

経費を節減することができます。

』
、
叢

設など）を置くことも可能になり、時代と地域特性に

応じた行政施策ができるようになります。

　また従来の市町村の境界にとらわれずに、最寄りの

行政サービス窓ロを利用できるようになったり、公共

施設の利用や小・中学校区などについても、住民の利

便性や生活の実態に即して設定できるようになります。

④市町村の事務権限が拡大噛す。

合併後の規模に応じて政令指定都市、中核市、特例市の指

定を受けることや、市への移行が可能となり、自立性が高ま

るとともに、より総合的な行政を展開できるようになります。

例えば、政令指定都市となることで、ほぼ県並の行政権限を

持つことができます。中核市、特例市にも一定の権限が移譲

されます。また、町村が合併して市となることにより、福祉

事務所の設置など福祉施策が充実します。
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鋤合併すると地域の伝統や文化が失われてい舗せんか？

隅
△合併はそれまでの市町村を同じカラーで塗りつぶそう

　とするものではなく、より大きな範囲で新しいまちづく

りを考えようというものです。

合併後にも、それぞれの地域において育まれてきた歴史、

文化、伝統などを尊重した地域づくりを行ったり、旧地名を

残していく等の工夫をすることで各地域の個性を活かしたま

ちづくりは可能です。

凱
灘
懸
灘
竪

鞭合併後‘＝は中心部だげがよ《蓼り、周辺部が取り残ミれて鴨うのではないで更ようか？

隅

講
嬢

、
麟
、

無
　
撫
鍮

巫合併に際して1よ「合併協言義会」を作り・合併の

　ビジョンを示したr市町村建設計画」を定めるこ

とになります。計画を定める過程では、地域の住民の

みなさんのさまざまな意見を反映させながら、地域バ

ランスや地域ごとの役割分担に配慮したまちづくりを

考えていく必要があります。

合併後には、地域住民の声を施策に反映できるよう

に、必要に応じて、旧市町村の区域を単位としたr地

域審議会」という組織を置いて、まちづくりをチェッ

クできるようになっています。

籔合併すると市役所や役場が遠《なり、今よりも不便に㌃り言せんか？

隅
囚市役所

地区出張所

　　　回

￥

￥

￥

￥　ノ

　ノ1
ノ

￥

9

囹地区支所

●

o

巫多くの場合合併前の市役所や役場は合1井後も支所

　として残すなど、窓ロサービス等の日常的な行政サー

ビスが不便にならないように配慮されます。むしろ各支所

の窓ロがオンライン化や情報ネットワークにより本庁と結

ばれることで、最寄りの窓ロで、一層手軽に行政サービス

を受けられるようになります。

鋤市町村の規模が大獣なると、行政と住民の結びつきが薄れ、住民の声が行政髭届きに《《

隅　　㌃るのでは㌃いですか？

盈多≦の市町村でば現在でも地域ごとの「懇談審」

　や「行政モニター」、「アンケート」などを通して住民

のみなさんの意見を聞く努力をしており、これらの制度を

充分に活用すれば、合併後においても地域の声を充分行政

に反映していくことができると考えます。

　これらの制度に加え、インターネットなどの情報通信を

利用した情報共有も、住民と行政との意見交換のための有

効な方法になると思います。

　また、合併によって余裕のできた人員と経費によって、

きめ細やかな行政サービスを維持し、住民とのつながりを

密接にすることができます。

論　ぜ　　　　

　　麟纏

　　鱗

き

嚇講
羅認

灘　．

〆

　ド　畷饗まちづくり

騰欝
　懸鋤繊　　鞭搬

懸
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昨
シ
ー
ズ
ン
上
越
国
際
清
津
ス
キ
ー
場
か
ら
名
前
を
変
更
し
て
営
業

し
ま
し
た
「
な
か
さ
と
清
津
ス
キ
ー
場
」
が
今
シ
ー
ズ
ン
も
村
と
㈱
上

越
観
光
開
発
と
の
話
し
合
い
の
結
果
、
営
業
月
を
指
定
し
て
営
業
す
る

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　
多
く
の
皆
さ
ん
の
ご
利
用
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

歎
、
≧
　
　
　
　
　
蟹
．
蕨
、
畿
　
郷
．
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《
嘲
　
営
業
は
い
つ
か
ら
？

　
　
　
12
月
2
9
日
ω
か
ら
3
月
2
4
日

A
⑲
ま
で
の
営
業
に
な
り
ま
す
が

　
　
降
雪
の
状
況
で
変
わ
る
場
合
も

　
　
あ
り
ま
す
。

《
嘲
　
営
業
日
は
ど
う
な
る
の
？

　
　
年
末
年
始
、
士
巳
、
祝
日
、

A
学
校
授
業
の
日
・
小
学
生
の
な

　
　
か
さ
と
交
流
く
云
、
雪
原
力
ー
ニ

　
　
バ
ル
な
ど
4
1
日
の
営
業
に
な
り

　※白ヌキ数字が営業目です。

火　　　水　　　木　　　金　　　土　　　日

18　　19　　20　　21　　22　　23

25262728⑳⑳

QA
　
　
　
轍
＆
A

ま
す
。
（
詳
し
く
は
、
別
表
の
営

業
カ
レ
ン
ダ
ー
を
ご
覧
く
だ
さ

い
。
）

　
上
越
国
際
ス
キ
ー
場
発
行
の

リ
フ
ト
券
・
優
待
券
・
割
引
券

ま
た
、
J
フ
リ
ー
ク
会
員
力
ー

ド
の
使
用
も
で
き
ま
す
か
？

・
す
べ
て
利
用
で
き
ま
せ
ん
。

　
リ
フ
ト
券
や
レ
ン
タ
ル
料
金

は
別
表
料
金
表
の
よ
う
に
な
り

ま
す
。

華
＄
＄

『
．
土
0
0
⑩
⑳

繋
璽
毘

馨
0
響
あ
類

火　　水

①08　　9

15　16
22　23
29　30

灘
騒
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瀦
罎
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臓

　
融

郷　　　　　櫓

日
＄
霧

土
0
0
0
⑳

金
①
8
＄

・
水火

翻
．
品
轟
響
7
曾
熱
月

　
　
　
　
　
　
　
、
日
0
⑪
0
曾

　
　
　
　
　
　
．
．
膿
．
土
0
0
0
⑳
3
0

　
　
　
　
　
　
ー
金
1
8
．
謁
盟
四

7
盟
曾
蓼
轟
曾

4　　5　　6

012　13
18⑩⑳25　26　27

∞∞

水
　
火

灘
月

4　　5　　6

11　12　13
18　19　20
25　26　27
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《
糊
　
来
シ
ー
ズ
ン
以
降
は
？

　
　
今
シ
ー
ズ
ン
の
状
況
を
見
て

A
検
討
し
喬
ム
フ
讐
営
業
続

　
　
行
で
き
る
よ
う
、
大
勢
の
皆
さ

　
　
ん
の
ご
利
用
を
お
待
ち
し
て
い

　
ま
す
。

◆
問
含
せ
先

　
癒
か
さ
と
溝
津
ス
キ
ー
場
（
盈
6

3
－
2
7
7
8
）
ま
た
は
．
中
里
村

観
灘
協
会
（
饗
6
3
1
3
1
6
8
）

響
轡リフト料金

　o

o
oO

　
O000　、

〆
。
，
〃

　
》

O　
O

o

弐象料金 琳火料金
1　　　回　　　券 400円
1　　　日　　　券
　（8二30～16：30） ろ，500円 ろ，OOO円

　半　　　日　　　券
（8：30～13二〇〇・12＝00～16二30） 2，000円 1，500円

シルバー1日券
　（60歳以上の方） 2，000円

身障者　1　日券 2，000円 ／，500円

優　　　待　　　券 2，000円 2，000円
シ　ー　ズ　ン　券 25，000円 ／5，000円

o　　o
助へ、r

　　w●

0㌧0
ノ）＾ノ・

　）　　㌧，㌔ρ

※積雪状況・気象状況により、リフト運転時間を変更する場合がありま

　すので、ご了承ください。

　　　　　　ノ〉＿　　　　毒レンタルスキー料金
良。

“
）

　
♂
一

　
グ

O

大人用 那火用

スキー 2，000円 ／，000円

ブーツ 1，000円 500円
ストック 500円 500円
セツト ろ，OOO円 2，000円

0窃

．
．
♪

0警
・l

oO
＼ηo

＿、Uへ

へ

轡優待券（20％OFF）

　レンタルスキー・ボード料金轡レンタルボード料金
ヘ

ヘ弐人用 小人用
スキーセツト 2，400円 1，600円

ボードセツト ろ，200円

※優待券20％OFFは、セットのみとします。

料金（誰日）

ボード ろ，OOO円

ブーツ 1，500円

セツト 4，000円

簾遡優繕

纏
蕎
を
．

　
　
　
　
　
　
　
　
配
布
し
ま
ず
ー

　
多
く
の
皆
さ
ん
か
ら
利
用
し
て
い
た
だ
け
る
よ
う
に
、
「
特
別
優
待

券
」
を
配
布
し
ま
す
。
こ
の
優
待
券
に
は
．
数
々
の
特
典
が
付
い
て

い
ま
す
。

◆
特
典

①
リ
フ
ト
ー
日
券
が
2
、
O
O
O
円
に
な
り
ま
す
。

②
レ
ン
タ
ル
（
セ
ッ
ト
の
み
）
料
金
が
2
0
％
肝
に
な
り
ま
す
。

③
駐
車
場
料
金
が
無
料
に
な
り
ま
す
。

④
リ
フ
ト
ー
日
券
購
入
者
に
、
ミ
オ
ン
な
か
さ
と
・
ゆ
く
ら
妻
有
施

　
設
利
用
補
助
券
（
1
0
0
円
券
）
を
差
し
上
げ
ま
す
。

※
こ
の
券
1
枚
で
ー
グ
ル
ー
プ
利
用
で
き
ま
す
。

シーズン申

き
　

　　　　　　　　　　　　　　　（本麹轍で壕グループ輔鶏欝｝

　峯券髪播盤し、馨か懲と灘津ス塵一爆替彌し濫ずと、

謎オン蓉か霊と灘禦旛毅・癖くら饗馨に離》、漢の欝嶺斜

金でご瀦織、ただけ灘愛ので．撃ひ，お越しくだ毒い。

霧7．脇闘田券㈱
匿i捲　　　　　2，000周

鰹灘轡1灘醐・、媛

　　　　　　　　　　　　　難蓑

融轟：灘難耀

平成13年／2月10日広報なかさと5
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1
1
月
2
5
日
㈲
に
施
行
さ
れ
ま
し
た

中
里
村
長
選
挙
は
即
日
開
票
さ
れ
、

開
票
の
結
果
、
現
職
の
山
本
茂
穂
氏

四
期
目
の
当
選
が
確
定
し
ま
し
た
。

中
里
村
長
選
挙
・
投
開
票
の
結
果
は

次
の
通
り
で
す
。

◆
投
票
者
数
　
　
4
6
1
9
名

◆
投
票
率
　
9
0
・
6
0
％

◆
開
票
結
果
（
確
定
）

　
山
本
茂
穂
2
7
5
0
票

　
上
原
弘
1
8
1
7
票

　
　
　
無
効
票
　
　
　
5
2
票

　
こ
の
結
果
を
受
け
、
1
1
月
2
6
日
㈲

役
場
応
接
室
で
、
山
本
茂
穂
氏
に
白

倉
増
之
選
挙
管
理
委
員
会
委
員
長
か

ら
当
選
証
書
が
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。

　
証
書
授
与
式
の
後
、
山
本
茂
穂
氏

は
「
初
め
て
村
長
に
な
っ
た
時
の
こ

と
を
思
い
出
し
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら

も
中
里
村
の
た
め
に
村
民
の
皆
さ
ん

と
話
し
合
い
な
が
ら
、
精
一
杯
努
力

し
て
い
き
た
い
。
」
と
語
り
、
今
回
の

村
長
選
挙
を
振
り
返
り
、
決
意
を
新

た
に
し
て
い
る
よ
う
で
し
た
。

　
　蕪

　
樋
口
さ
ん
は
、
昭
和
4
2
年
中
里
村

議
会
議
員
に
初
当
選
以
来
、
昭
和
5
8

年
ま
で
の
3
期
1
2
年
間
の
永
き
に
わ

た
り
、
村
の
産
業
、
経
済
、
教
育
、

福
祉
、
文
化
と
広
い
分
野
に
お
い
て

村
民
生
活
の
向
上
に
多
大
な
貢
献
を

し
ま
し
た
。
こ
の
た
び
、
叙
勲
が
授

与
さ
れ
、
そ
れ
ら
の
功
績
に
よ
り
、

n
月
8
日
㈲
、
村
長
よ
り
伝
達
さ
れ

ま
し
た
。

　
樋
口
さ
ん
の
主
な
経
歴
は
次
の
と

お
り
で
す
。

◆
中
里
村
議
会
議
員
　
3
期

（
期
間
中
、
社
会
厚
生
常
任
委
員
会

　
2
年
・
社
会
厚
生
常
任
委
員
会
委

　
員
2
年
・
総
務
建
設
常
任
委
員
会

　
委
員
を
4
年
）

・
そ
の
他
一
監
査
委
員
2
期
・
農
業

　
1
2
月
2
日
㈲
、
午
後
7
時
30
分
か

ら
、
ユ
ー
モ
ー
ル
2
階
多
目
的
ホ
ー

ル
で
、
中
里
村
の
住
民
を
中
心
と
し

た
演
劇
団
体
「
中
里
演
劇
協
議
会
設

立
準
備
委
員
会
（
N
E
K
）
」
に
よ
る

三
谷
幸
喜
脚
本
の
「
君
と
な
ら
」
が

上
演
さ
れ
ま
し
た
。

　
小
磯
家
の
娘
、
小
磯
あ
ゆ
み
（
2
8

歳
）
の
フ
ィ
ア
ン
セ
で
あ
る
諸
星
賢

也
（
7
3
歳
）
が
急
に
家
を
訪
れ
る
こ
と

に
な
り
、
い
ま
ま
で
歳
の
離
れ
た
恋

人
で
あ
る
こ
と
を
言
え
ず
に
い
た
「
あ

ゆ
み
」
は
、
家
族
や
フ
ィ
ア
ン
セ
を

傷
つ
け
ま
い
と
し
て
、
父
、
弟
を
巻

き
込
ん
で
周
り
の
人
た
ち
を
騙
し
、

騙
さ
れ
て
い
る
相
手
が
滑
稽
に
立
ち

回
る
姿
を
、
会
場
に
集
ま
っ
た
人
達

は
楽
し
そ
う
に
笑
っ
て
い
ま
し
た
。

　
ま
た
、
劇
の
終
盤
で
は
、
嘘
を
つ

い
て
い
る
事
に
気
付
い
た
フ
ィ
ア
ン

セ
が
「
嘘
を
つ
く
の
は
い
い
。
だ
け

ど
自
分
自
身
に
嘘
を
つ
く
こ
と
だ
け

は
し
な
い
で
く
れ
。
」
と
い
う
シ
リ
ア

ス
な
場
面
も
あ
り
、
物
語
の
展
開
に

一
喜
一
憂
し
て
い
ま
し
た
。

　
「
沖
縄
講
演
の
際
、
仲
里
村
の
方
々

に
は
、
会
場
準
備
や
案
内
等
様
々
な

と
こ
ろ
で
お
気
使
い
い
た
だ
き
、
感

謝
し
て
い
ま
す
。
」

　
「
家
族
に
迷
惑
も
か
け
た
け
れ
ど
、

委
員
会
委
員
2
期
・
民
生
委
員

や
っ
て
よ
か
っ
た
。
関
係
者
の
方
々
、

チ
ケ
ッ
ト
を
買
っ
て
い
た
だ
い
た
方

に
は
、
温
か
い
拍
手
を
い
た
だ
き
、

と
て
も
感
謝
し
て
い
ま
す
。
」
と
、
小

磯
あ
ゆ
み
を
演
じ
た
高
橋
奈
津
子
さ

ん
は
語
っ
て
い
ま
し
た
。
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悦
さ
ん

雛
欝
継
会
保
険
事
務
局
長
義
灘

　
1
1
月
1
5
日
㈲
、
役
場
応
接
室
で
、
　
　
相
談
く
だ
さ
い
。

堀
之
内
の
南
雲
悦
さ
ん
が
新
潟
社
会

保
険
事
務
局
長
表
彰
を
受
け
ま
し
た
。

　
南
雲
悦
さ
ん
は
、
約
1
5
年
も
の
間
、

国
民
年
金
委
員
を
勤
め
ら
れ
、
そ
の

功
労
が
認
め
ら
れ
て
、
こ
の
度
表
彰

さ
れ
ま
し
た
。

　
国
民
年
金
委
員
は
、
皆
さ
ん
の
国

民
年
金
に
関
す
る
相
談
相
手
に
な
っ

た
り
、
国
民
年
金
の
内
容
を
説
明
し

た
り
し
て
、
国
民
年
金
と
皆
さ
ん
の

橋
渡
し
を
し
て
い
ま
す
。

　
皆
さ
ん
の
身
近
な
年
金
相
談
員
の

『
国
民
年
金
委
員
』
に
お
気
軽
に
ご

層
H
鍵
撚
鑑
灘
グ

ヒ
ー
タ
屋
纏
理
灘
験
教
室

◆
日
　
時
　
平
成
1
4
年
1
月
1
7
日
困

　
　
　
　
　
1
0
時
～
1
2
時

◆
内
　
容

　
「
中
華
で
ブ
ラ
ン
チ
を

　
　
　
　
　
楽
し
み
ま
し
ょ
う
！
」

・
肉
ま
ん
・
あ
ん
ま
ん

・
変
わ
り
春
巻
き

・
五
彩
菜

◆
場
　
所

　
東
北
電
力
㈱
十
日
町
営
業
所

◆
募
集
定
員
　
1
8
名

◆
参
加
料
　
5
0
0
円

◆
申
込
み
締
切

　
平
成
1
4
年
1
月
1
1
日
囲

◆
申
込
み
先

　
東
北
電
力
㈱
十
日
町
営
業
所

　
盈
5
2
1
3
1
0
7

り
蟻

母

ゐ
、　

r
　
、
ノ

　
　
ア
　
〃

こ
ん
な
季
節
料
理
腰
い
か
が
で
す
か

◆
作
り
方

①
ヒ
ジ
キ
は
た
っ
ぷ
り
の
水
に
1
5
分
ほ
ど
つ
け
て
戻
し
、
さ
っ
と
洗
っ
て
ゴ

　
ミ
を
洗
い
流
し
、
ザ
ル
に
あ
げ
て
よ
く
水
気
を
と
る
。

②
豚
こ
ま
切
れ
肉
は
ー
セ
ン
チ
く
ら
い
に
細
か
く
切
る
。

③
コ
ン
ニ
ャ
ク
は
短
冊
に
切
っ
て
さ
っ
と
如
で
て
お
＜
。

④
鍋
に
サ
ラ
ダ
油
大
さ
じ
ー
を
熱
し
②
の
豚
肉
を
妙
め
、
火
が
通
っ
た
ら
①

　
の
ヒ
ジ
キ
を
入
れ
さ
ら
に
妙
め
る
。

⑤
④
に
大
豆
と
③
の
コ
ン
ニ
ャ
ク
を
加
え
、
だ
し
汁
／
／
2
カ
ッ
プ
砂
糖
大

　
さ
じ
2
と
ー
／
2
し
ょ
う
ゆ
大
さ
じ
2
で
調
味
し
、
と
き
ど
き
か
き
混
ぜ

　
な
が
ら
味
を
し
み
込
ま
せ
て
煮
る
。

★
六
鵠
さ
ん
か
ら
ワ
ン
ホ
イ
ン
ト
ア
ド
バ
イ
ス

・
ヒ
ジ
キ
の
う
ま
み
を
活
か
し
て
う
す
味
に
仕
上
げ
た
煮
物
で
す
。
豚
肉
の

代
わ
り
に
油
揚
げ
や
ち
く
わ
、
さ
つ
ま
揚
げ
な
ど
を
入
れ
て
も
い
い
で
し

ょ
う
。

・
ヒ
ジ
キ
を
戻
す
と
き
は
充
分
に
戻
さ
な
い
と
、
ふ
っ
く
ら
と
煮
あ
が
り
ま

せ
ん
の
で
、
充
パ
刀
に
戻
し
て
く
だ
さ
い
。

◆
「
ヒ
ジ
キ
と
六
豆
の
い
り
煮
」
に
つ
い
て
＝
－
一
目

・
ヒ
ジ
キ
と
大
豆
は
毎
日
食
べ
る
と
体
に
い
い
と
よ
く
聞
き
ま
す
。

＜
食
べ
て
、
健
康
な
体
で
い
ま
し
ょ
う
。

美
味
し

こ
ぶ
し
会

　
大
嶋
サ
チ
子
さ
ん
（
芋
沢
）

◆
「
ヒ
ジ
キ
の
い
り
煮
」

　
　
　
　
　
の
材
料
へ
4
人
分
）

・
ヒ
ジ
キ
…
…
…
…
…
30
グ
ラ
ム

・
豚
こ
ま
切
れ
肉
　
／
0
0
グ
ラ
ム

・
大
豆
…
…
…

・
コ
ン
ニ
ャ
ク

・
サ
ラ
ダ
油
…

・
し
ょ
う
ゆ
…

・
だ
し
汁
…
…

…
／
5
0
グ
ラ
ム

…
…
…
／
／
2
枚

…
…
…
大
さ
じ
ー

…
…
…
大
さ
じ
2

…
／
／
2
カ
ッ
プ

平成13年12月／0日広報なかさと7



中
里
作
品
設
置
7
0
曇
そ
民
ト
の

よ
こ
が
お

⑩

7
撃
る
生
命
」

　
を
テ
ー
マ
と
す
る

　
坂
口
寛
敏
は
、
1
9
4
9
年
福
岡

市
生
ま
れ
、
現
在
東
京
芸
術
大
学
美

術
学
部
油
絵
科
の
助
教
授
で
す
。

　
彼
は
、
螺
旋
や
円
錐
を
基
本
に
し

た
ド
ロ
ー
イ
ン
グ
や
、
屋
外
で
の
ア

i
ス
ワ
ー
ク
と
も
呼
べ
る
、
大
き
な

規
模
の
イ
ン
ス
タ
レ
ー
シ
ョ
ン
を
数

多
く
行
っ
て
い
ま
す
。
「
循
環
す
る
生

命
」
と
い
う
こ
と
が
彼
の
作
品
の
テ

ー
マ
の
一
つ
で
す
が
、
野
外
で
発
表

す
る
場
合
は
、
な
る
べ
く
そ
こ
に
あ

る
素
材
を
用
い
て
、
そ
の
場
所
の
環

境
、
気
象
、
時
間
の
経
過
に
よ
る
変

化
な
ど
を
あ
え
て
作
品
に
取
り
こ
ん

　
　
　
　
　
で
い
ま
す
。

田エ
ネ
ル
ギ
ー

の
流
れ
、

代
謝
を
表
現

　
1
9
8
9
年
、
山
梨

県
で
開
催
さ
れ
た
、
「
白

州
・
夏
・
フ
ェ
ス
テ
ィ

バ
ル
」
で
は
、
エ
ネ
ル

ギ
ー
の
流
れ
や
代
謝
を

テ
ー
マ
に
し
た
作
品
を

発
表
し
ま
し
た
。
森
の

中
に
ト
ラ
ッ
ク
を
設
置

し
、
沢
か
ら
引
い
た
水

が
、
そ
の
上
方
で
渦
巻

状
に
編
ん
だ
ホ
ー
ス
の

中
か
ら
常
に
流
れ
、
滴
り
落
ち
る
よ

う
に
吊
り
下
げ
ま
し
た
噸
時
間
の
経

過
と
共
に
、
ト
ラ
ッ
ク
の
車
体
は
苔

で
覆
わ
れ
、
土
が
盛
ら
れ
た
運
転
席

や
荷
台
か
ら
は
自
然
発
生
し
た
様
々

な
木
々
が
生
長
し
ま
し
た
①
。

一
人
間
の
視
籠
力
を

．
利
用
す
る
作
品

　
1
9
9
0
年
群
馬
県
で
開
催
さ
れ

た
「
渋
川
現
代
彫
刻
ト
リ
エ
ン
ナ
ー

レ
」
で
は
、
遠
近
感
を
変
え
て
見
せ

る
よ
う
に
、
5
つ
の
円
形
を
皿
状
に

掘
っ
た
り
盛
っ
た
り
し
、
そ
の
上
に

石
炭
を
敷
い
て
配
列
さ
せ
ま
し
た
②
。

あ
る
場
所
か
ら
見
る
と
全
く
遠
近
感

が
な
く
な
り
、
観
客
の
視
覚
、
距
離

感
を
狂
わ
せ
、
普
段
は
目
に
す
る
こ

と
の
な
い
風
景
を
作
り
出
し
ま
し
た
。

田
癒
あ
園
地

、
“
ミ
オ
ン
の
森
”

騰 鯉霧　

　
昨
年
の
大
地
の
芸
術
祭
で
は
、
ミ

オ
ン
な
か
さ
と
付
近
の
信
濃
川
の
河

原
で
、
円
形
の
土
塁
に
囲
ま
れ
た
ス

テ
ー
ジ
、
河
原
の
石
こ
ろ
を
積
ん
だ

起
伏
や
山
な
ど
、
子
供
達
が
か
け
の

ぼ
っ
た
り
、
散
策
し
て
楽
し
む
“
星
．

　
　
　
　
の
広
場
”
が
作
り
出
さ
れ

ま
し
た
③
。
こ
の
作
品
は

現
在
も
継
続
中
で
、
河
原

の
下
流
の
方
に
向
か
っ
て

“
地
の
広
場
”
“
水
の
広

場
”
を
整
備
し
、
最
終
的

に
ミ
オ
ン
な
か
さ
と
周
辺

を
“
ミ
オ
ン
の
森
”
と
し

て
園
地
整
備
し
て
い
く
予

定
で
す
。

平成13年11月の入札結果

工　　　事　　　名 場　所 工事費 請　負　業者

特定環境保全公共下水道事業下単第13－103号汚水管渠新誰事業 山　崎 2，415，000円 大隆建設株式会社
特定環境保全公共下水道事業下単第13－1号汚水管渠新設事業 山　崎 3，360，000円 有限会社吉楽組
特定環境保全公共下水道事業汚水中継マンホールポンプ場設備工事 倉　俣 15，750，000円 新　明　和　工　業　㈱

村道改良事業村道干溝市之越線舗装事業 上　　山 3，570，000円 中野建設工業株式会社

特定環境保全公共下水道事業路面本復旧工事 倉　俣 5，250，000円 株式会社共立舗装
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公
一
募
0
入
選
▼
作
決
定
1

◆
鉢
集
落
は
水
内
貴
英
さ
ん
の
プ
ラ

　
ン
が
当
選
（
十
日
町
）

◆
上
野
は
当
選
プ
ラ
ン
な
し
（
津
南
）

◆
中
子
は
ト
ゥ
・
ザ
・
ウ
ッ
ズ

◆
中
仙
田
は
春
日
部
幹
さ
ん
が
当
選

　
（
川
西
）

◆
重
地
集
落
は
山
田
良
さ
ん
綾
子
さ

　
ん
の
プ
ラ
ン
が
当
選
（
中
里
）

◆
犬
伏
は
塩
澤
宏
信
さ
ん
の
プ
ラ
ン

　
が
当
選
（
松
代
）

◆
松
ロ
大
荒
戸
線
は
当
選
プ
ラ
ン
な

　
し
（
松
之
山
）

　
先
月
の
里
創
プ
ラ
ン
通
信
等
で
も

紹
介
し
ま
し
た
が
、
十
日
町
地
域
の

圏
域
7
ヶ
所
を
公
募
ポ
イ
ン
ト
と
し

て
、
第
2
回
大
地
の
芸
術
祭
の
作
家山田良・綾子夫妻（中里）

を
選
定
す
る
た
め
の
ア
イ
デ
ア
コ
ン

ペ
テ
ィ
シ
ョ
ン
を
実
施
し
ま
し
た
。

11

月
2
5
日
に
審
査
が
行
わ
れ
当
選
プ

ラ
ン
及
び
入
選
作
が
決
定
し
ま
し
た
。

　
当
選
し
た
プ
ラ
ン
は
十
日
町
市
鉢

が
水
内
貴
英
さ
ん
（
武
蔵
野
美
術
大
）

の
プ
ラ
ン
「
M
E
E
T
S
」
、
川
西
町

中
子
が
グ
ル
ー
プ
「
ト
ゥ
・
ザ
・
ウ

ッ
ズ
」
（
オ
ー
ス
ト
リ
ア
）
の
「
ベ
リ

ー
・
ス
プ
ー
ン
」
、
同
中
仙
田
が
春
日

部
幹
さ
ん
（
東
京
）
の
「
8
B
言
旨
窃

≦
巴
訂
」
、
中
里
村
重
地
が
山
田
良
さ

ん
山
田
綾
子
さ
ん
（
神
奈
川
）
の
グ

ル
ー
プ
が
提
案
し
た
「
Z
簿
貫
ρ

Z
Φ
9
お
」
、
松
代
町
犬
伏
が
塩
澤
宏
信

さ
ん
（
東
京
）
の
「
翼
／
飛
行
演
習
装

置
」
が
そ
れ
ぞ
れ
当
選
し
ま
し
た
。

津
南
町
上
野
と
松
之
山
町
大
荒
戸
に

つ
い
て
は
当
選
プ
ラ
ン
が
あ
り
ま
せ

ん
で
し
た
の
で
、
公
募
で
は
な
く
招

待
作
家
に
よ
っ
て
作
品
が
制
作
さ
れ

ま
す
。

　
圏
域
全
体
の
応
募
総
数
は
海
外
か

ら
の
応
募
1
9
点
を
含
め
5
2
5
点
も

あ
り
、
第
1
回
大
地
の
芸
術
祭
が
高

く
評
価
さ
れ
、
関
心
が
高
い
事
を
伺

わ
せ
ま
し
た
。

　
審
査
員
は
第
2
回
大
地
の
芸
術
祭

璽藥
翼鍵撚疎．、

蕊妻☆i蕪㌶　…騨．

讐．．灘F．呉　　．『難、、・葦描　　　牌　　・　　．難膿

　　　　　重地の当選プラン

の
国
際
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
で
あ
る
、
ロ

ー
ザ
・
マ
ル
テ
ィ
ネ
ス
さ
ん
（
ス
ペ

イ
ン
）
、
ホ
ウ
・
ハ
ン
ル
ゥ
さ
ん
（
中

国
）
、
ト
ム
・
フ
ィ
ン
ケ
ル
パ
ー
ル
さ

ん
（
ア
メ
リ
カ
）
、
中
原
佑
介
さ
ん
と

い
っ
た
美
術
の
世
界
で
国
際
的
に
活

躍
さ
れ
て
い
る
方
々
の
他
、
川
俣
正

さ
ん
（
芸
術
家
）
、
原
広
司
さ
ん
（
建

築
家
）
が
加
わ
っ
て
い
ま
す
。
ま
た

特
別
審
査
員
と
し
て
杉
井
明
美
さ
ん

（
園
芸
家
）
が
中
子
と
重
地
、
中
村
錦

平
さ
ん
（
陶
芸
家
）
が
鉢
と
犬
伏
の

審
査
に
加
わ
り
ま
し
た
。

　
審
査
は
慎
重
に
か
つ
熱
心
に
討
議

さ
れ
、
地
元
住
民
の
公
聴
会
も
交
え

な
が
ら
入
選
作
2
9
作
品
、
内
当
選

プ
ラ
ン
5
作
品
が
選
ば
れ
ま
し
た
。

　
入
選
者
名
及
び
当
選
プ
ラ
ン
等
を

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
上
で
公
開
し
て
い
ま

す
。
ア
ド
レ
ス
は
、

7
實
＼
＼
《
…
≦
言
蚕
。
二
「
＼
～
一
－
百
鼻
一
＼

国
民
隼
金

　
被
保
険
者
の
皆
様
へ

　
平
成
1
2
年
4
月
の
地
方
分
権
一
括

法
の
施
行
に
と
も
な
い
、
平
成
哲
年

4
月
よ
り
次
の
点
が
変
わ
り
ま
す
。

◆
国
民
年
金
保
険
料
の
納
付
先
が
変

　
わ
り
ま
す
。

　
国
民
年
金
保
険
料
の
納
付
先
が
こ

れ
ま
で
の
市
町
村
役
場
か
ら
国
（
社

会
保
険
庁
）
へ
の
「
直
接
納
付
」
に

変
更
さ
れ
ま
す
。

◆
国
民
年
金
第
3
号
被
保
険
者
の
届

　
出
先
が
変
わ
り
ま
す
。

　
国
民
年
金
第
3
号
被
保
険
者
の
届

出
に
つ
い
て
は
、
市
町
村
を
経
由
せ

ず
、
第
3
号
被
保
険
者
の
配
偶
者
が

勤
務
す
る
事
業
所
の
事
業
主
を
経
由

し
て
届
出
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

◆
国
民
年
金
保
険
料
の
申
請
免
除
制

　
度
が
変
わ
り
ま
す
。

　
現
在
の
申
請
免
除
制
度
は
、
「
所
得

の
少
な
い
方
」
「
保
険
料
の
納
付
が
困

難
で
特
別
な
理
由
が
あ
る
方
」
が
対

象
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
平
成
1
4
年
4
月
か
ら
は
保
険
料
免

除
基
準
が
変
わ
り
、
原
則
と
し
て
「
前

年
の
所
得
」
に
基
づ
い
て
免
除
の
判

定
を
行
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
ま
た
、
被
保
険
者
の
負
担
能
力
に

応
じ
、
保
険
料
を
納
付
で
き
る
よ
う

に
半
額
免
除
制
度
が
導
入
さ
れ
ま
す
。

◆
詳
し
く
は
、
民
生
課
国
民
年
金
係

　
ま
で
　
盈
6
3
－
3
1
1
1

冬期間は血液が
　　　　不足します！

平目のルーム献血に

　ご協力をお願いします。

◆受付時間　9：30～17：00

十きたまち献血ノし一ム

／欝、

大墾弐橘

翻

Ω
い
霧

ジ
ヤ
麟
＼
＼

．」型魏蕉★i
紀滋滋欝鷲鰹羅藤甕轟誉蝋繋）i

　　溝嚢羅舅響翁，労i

　　　瞬

懸脚瞳

ミ隅毅、
ヤ
、
量

。
＼
籔
●

　
噛
罐
。

欝違彌三

　
　
　
　
＆
　
　
；
・
　
甲

　
　
撫
ム

　
　
献
御

　
　
ぢ
ル

罫
蒙

燕
騰
り

哨
多
　
　
　
　
　
　
　
一
　
腐

．
」
婁
篁
蓋
り

平成／3年12月／0日広報なかさと9



かんきめ だ』ら

懸競きや不法投棄は処罰されます
　　最近、「煙が黒々と上がっている」「ドラム缶で毎日燃やしている」「ナ

　イロン系のものを燃やしているようだ」との苦情が寄せられています。

　　六日町保健所のパトロールにより直接注意を受けた方もいます。

　　野焼きは禁止行為です。もし見かけましたら各集落の衛生推進委員か

　住みよい郷土建設協会中里支部（住み郷）の役員に相談するか環境課に

　連絡してください。

　　なお、家電リサイクル法により4品目（洗濯機・テレビ・エアコン・

　冷蔵庫）については、リサイクル料が有料化になったため不法の投棄が

　懸念されますが、不法投棄は厳しく処罰されます。

　
驚
。
η

Z
．
．
⑰

野
誕
駿

　
グ
』
。

　
9
3

　
回
二
』

　
　
F

’
2

　
〃

　
2
　
　
／

　
4
沖

　
　
。
〃

◎
高

　
二諺，

導

　
ミ
S
．
ミ
、

熊

◎

rl齪って良く聞くけどどんなことをしているのですか？』

紹介い7とします

鵜簿獲磯欝蕪獲役藻

小　出 桑　原　　　清 63－2181 東田尻 桑　原　安　行 63－3815

通り山 樋　ロ　修　一 63－2140 倉　俣 大　島　信一郎 63－3999

山　崎 桑　原　徳　重 63－2062 角　間 山　田　富美江 63－4136

田　代 桑　原　　　薫 63－4076 宮　中 吉楽ナツ子 63－3571

市之越 富　井　修　一 63－3916

◎一斉清掃日のお手伝いや春・秋の不法投棄パトロール、カントリークリーン作戦（ゴミのポイ捨て禁止キャン

　ペーン）、信濃川河川パトロールなど環境美化の活動をしています。

◎春のパトロールで150kg・秋では115kgと今年265kgのゴミを拾い、処分しました。

　何気なく通りすぎる場所ですが、注意しながら巡視してみますと多くのゴミが落ちているものです。ゴミの不

　法投棄は絶対にしないようにしましょう。

繋顯鞭
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降
雪
期
を
迎
え
、
高
い
山
に
も
白

い
も
の
が
見
え
始
め
て
き
ま
し
た
。

　
雪
国
の
生
活
確
保
の
た
め
、
よ
り

快
適
な
生
活
を
送
れ
る
た
め
に
今
年

も
道
路
除
雪
に
全
力
を
注
ぎ
ま
す
。

皆
さ
ん
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

◆
除
雪
直
後
の

　
　
　
　
　
　
雪
出
し
禁
止
！

　
除
雪
作
業
中
に
自
宅
の
庭
先
等
の

雪
を
ス
ノ
ー
ダ
ン
プ
で
出
す
ケ
ー
ス

を
よ
く
見
か
け
ま
す
。
中
に
は
き
れ

い
に
な
っ
た
後
も
か
ま
わ
ず
出
す
人

が
い
ま
す
。

　
1
台
の
除
雪
車
で
4
㎞
も
担
当
し

て
い
る
た
め
、
雪
を
多
く
出
さ
れ
る

と
除
雪
に
時
間
が
か
か
り
、
最
後
の

除
雪
区
域
の
除
雪
終
了
時
間
に
遅
れ

ま
す
。
通
勤
等
の
車
に
非
常
に
迷
惑

に
な
り
ま
す
の
で
、
除
雪
直
後
の
雪

出
し
は
や
め
て
く
だ
さ
い
。

◆
立
ち
木
の

　
　
　
　
　
枝
お
ろ
し
を
！

　
除
雪
車
の
車
高
が
高
い
た
め
、
道

路
脇
の
立
ち
木
の
枝
等
が
邪
魔
な
ケ

ー
ス
を
よ
く
見
か
け
ま
す
。
除
雪
作

業
に
危
険
を
及
ぼ
し
ま
す
の
で
枝
お

ろ
し
を
お
願
い
し
ま
す
。

◆
降
雪
1
2
㎝
で
出
動
！

　
村
道
除
雪
の
場
合
、
降
雪
1
2
c
m

で
出
動
す
る
態
勢
を
整
え
て
い
ま
す
。

昨
年
度
村
除
雪
に
要
し
た
経
費
は
、

1
億
4
千
6
百
万
円
で
す
。
こ
の
内
、

普
通
交
付
税
等
で
村
に
入
る
収
入
は

約
4
5
％
で
す
。
残
り
の
約
8
千
2
百

万
円
は
村
の
単
独
費
で
す
。

　
貴
重
な
税
金
を
有
効
に
使
用
す
る

た
め
、
効
率
的
な
除
雪
活
動
に
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。

◆
水
は
ね
注
意
！

　
歩
行
者
の
脇
を
車
が
ス
ピ
ー
ド
を

落
と
さ
ず
に
通
過
し
、
水
を
か
け
て

し
ま
う
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
朝
の
通

勤
・
通
学
時
に
水
は
ね
の
被
害
に
遭

う
と
、
一
日
中
不
愉
快
に
な
り
ま
す
。

　
お
互
い
に
思
い
や
り
の
心
を
持
っ

て
、
ド
ラ
イ
バ
ー
の
皆
さ
ん
は
、
水

は
ね
に
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

冬期道路除雪平常確保路線計画図

　　　　　　　　　／

㊤小千谷＋日町津南線e

中

＾
，
㌧
㌦

恵

濤細
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国
　
県
　
道

第1種路線醗 2車線確保
第2種路線魎

2車線確保、状況

によっては1車線

第3種路線璽 1車線確保
村
　
道

A種路線 醗 1車線以上確保

B種路線 □ 1車線確保

ノ㊥ヒ

撫
齪

タ　　　　　　　　　r
　　　　　　　　l／l

　　　　　　　や

　　　　　　lll

土倉
東田尻
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高道山

糠垂鰭卸駄

←至津南町

日353号　　駆

蜘
。
っ
ゆ
。
っ
ー

　
　
　
　
　
　
　
　
ぺ
ぺ

　
　
　
　
秘
醸
ー

　
　
ヤ
　
ヤ
ヌ

、
　
　
“

、倉

了ノ

　　　　　　　　うロ　　　　　、v《範＼1三ζ
　　　　“潔蓄、ら”55と《

・
、

謬滋醤琶、二’葦2　改

み瓢葎沢

重地　嘆
清田山

浴西方知
　　　　　囑

〆

多

小出

原

新里

〆

b
　
が
．∠建

！￥

∫

◆消雪パイプの故障等がありましたら、国県道は土木事務所、村道は役場建設課へ連絡をお願いします。
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　　　　　　　　　　　　　鵬聯一一蝋灘
骨髄バ：ン0にご協力《泥さし1

●白血病などの病気は、毎年6，000人くらい発病しています。

骨髄移植はこれらの疾患に有効な治療法です。

●移植するには、患者と骨髄提供者（ドナー）の白血球の型が一致しなけ

ればならず、30万人のドナー登録が必要です。

●お問い合わせは盈0120－445－445側）骨髄移植推進財団

骨髄とは？………………骨の中のゼリー状の液体で、脊椎ではありません。

骨髄移植とは？…………骨髄液を点滴で入れることで、骨を切ってくっつ

　　　　　　　けるのではありません。
では、なぜ移植なの？…骨髄液は臓器なので、点滴でいれても医学では移

　　　　　　　植といいます。
ドナーは？………………20歳～50歳までの健康な方がドナーになることが

　　　　　　　できます。
ドナー登録は？…………腕から10ccの採決ですみ、所要時間は約30分』かか

　　　　　　　ります。
　　　　　　　あなたのH　LA（白血球の型）は骨髄バンクに登

　　　　　　　録されます。
☆臓器移植法による移植ではありません。

新
年
一
般
参
賀
の

　
　
　
　
　
　
　
　
ご
案
内

　
天
白
番
叢
后
両
陛
下
・
皇
族
方
は
、

新
年
1
月
2
日
に
皇
居
の
宮
殿
菓

庭
で
国
民
の
皆
さ
ん
か
ら
祝
賀
を

お
受
け
に
な
り
ま
す
。
そ
の
際
、

天
皇
陛
下
か
ら
の
お
書
葉
が
あ
鱗

ま
す
。

◆
参
駕
日
　
1
月
2
日
㈱

◆
参
入
門
　
皇
居
正
門
（
こ
重
橋
）

　
午
前
9
時
3
0
分
～
午
後
3
時

◆
退
出
門
　
坂
下
門
、
桔
梗
門
、

　
　
　
　
　
乾
門

◆
悶
合
せ
先

・
宮
内
庁
長
官
官
房
総
務
課

　
盆
0
3
量
3
2
1
3
葺
蓬
1
1
1

※
当
日
は
混
雑
が
予
想
さ
れ
ま
す
。

　
お
早
め
に
お
集
ま
り
く
だ
さ
い
。

囹国回国

繊…難綴難韮i欝、・

石澤瑠璃華ちゃん（1歳）⑨
和行・昌美さん夫妻の長女（田中）

好奇心旺盛な瑠璃華ちゃん。晴れ

た日はお母さんと一緒にドライブに

出掛けます。

好きな食べ物は、りんご、ニンジ

ン、きゅうりなど、野菜・果物をポ

リポリと食べるそうです。その反面．

柔らかいものが嫌いらし＜、豆腐・

はんぺんなどのようなものが嫌いみ

たいです。歯ごたえがないと食べた

感じがしないのかな？

お母さんはそんな瑠璃華ちゃんに、

「明るくて　人1屋ぬさミしい子になっ

　　灘

一 ．聾灘i、灘諜鋤欝1

相談電話　025－285－4165新潟市上所2－2－2新潟ユニゾンプラザ
新潟県高齢者総合相談センターでは、お年寄りやその家族の方ノマが抱える悩みごとや、心配ごとの相談を

無料でお受けしています。なお、平成／3年／2月から平成14年／月の相談日程は次の通りです。

懇贈談鱗縫灘懸 ・鰯鰹灘談鍵趙灘き 懸／搦懸 1…1…辟欝灘…i………

よろず相談
毎週月曜日から金曜日　9二〇〇から／7：00まで

　　　（士日祝日・年末年始は除く）

専門相談（あらかじめ蚤約が必要驚す）

法　　　　　　律
毎週月曜日

第4木曜日
／3二30～／6：00 3，10，／7，27 7，2／，24，28

医　　　　　　療 第／水曜日 ／3：30～／5二30 5 お休み

痴　　　　　　呆 第3水曜日 ／3：30～／5：30 ／9 16

公的年金・公的保険 第／火曜日 13：30～15：30 4 お休み

税　　　　　　金 第2金曜日 10：00～12二〇〇 14 1／

健康　・介護 第2木曜日 10：00～12：00 13 ／0

◆テレホンサービス

その他、中高年の方に役立ついろいろな情報をテレホンサービスでお知らせしています。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　倣025－281－5550
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圏闘圏国

ご
存
知
懇
す
か
？

　
　
　
　
　
　
穣
察
饗
査
会

◆
検
察
審
査
会
と
は
？

　
選
挙
権
を
有
す
る
国
民
の
中
か
ら
、

く
じ
で
選
ば
れ
た
検
察
審
査
員
が
、

検
察
官
が
被
害
者
を
裁
判
に
か
け
な

か
っ
た
こ
と
の
善
し
悪
し
を
審
査
す

る
と
こ
ろ
で
す
。

◆
あ
な
た
も
選
ば
れ
る
か
も
？

　
長
岡
検
察
審
査
会
管
内
に
あ
る
市

町
村
の
選
挙
管
理
委
員
会
が
、
選
挙

人
名
簿
に
載
っ
て
い
る
選
挙
権
の
あ

る
人
の
中
か
ら
、
〈
じ
で
候
補
者
を

選
び
長
岡
検
察
審
査
会
に
そ
の
名
簿

を
送
付
し
ま
す
。
検
察
審
査
会
事
務

局
で
は
、
送
付
さ
れ
た
名
簿
の
中
か

ら
、
＜
じ
で
検
察
審
査
員
と
そ
の
補

充
ロ
貝
を
選
び
ま
す
。

◆
審
査
は
ど
う
い
う
と
き
に
？

　
犯
罪
の
被
害
に
あ
っ
た
人
や
犯
罪

を
告
訴
・
告
発
し
た
人
か
ら
、
検
察

官
の
不
起
訴
処
分
を
不
服
と
し
て
検

察
審
査
会
に
申
し
立
て
が
あ
っ
た
と

き
に
審
査
を
始
め
ま
す
。

◆
審
査
の
方
法
は
？

　
検
察
審
査
員
れ
人
全
員
が
出
席
し

た
上
、
非
公
開
で
検
察
審
査
会
議
を

開
き
ま
す
。
検
察
庁
か
ら
取
り
寄
せ

た
事
件
の
記
録
を
調
べ
た
り
、
証
人

を
呼
ん
で
事
情
を
聞
く
な
ど
し
、
検

察
官
の
不
起
訴
処
分
の
視
点
で
審
査

し
ま
す
。

　
審
査
の
結
果
、
不
起
訴
不
当
、
起

訴
相
当
と
い
う
議
決
が
あ
っ
た
場
合

に
は
、
検
察
官
は
こ
の
議
決
を
参
考

に
事
件
を
再
検
討
し
ま
す
。

◆
審
査
の
申
立
や
相
談
の
費
用
は
？

　
一
切
費
用
が
か
か
り
ま
せ
ん
。

◆
問
合
せ
先

　
長
岡
検
察
審
査
会
事
務
局

　
E
O
2
5
8
1
3
5
－
2
1
4
1

平
成
囎
難
撲

交
通
遺
鋸
藻
繊
嚢

書
道
＝
灘
譲
麟
懸
蓼
集

◆
募
集
資
格

　
交
通
事
故
に
よ
り
保
護
者
が
死
亡

ま
た
は
重
度
の
後
遺
障
害
者
（
1
～

3
級
）
と
な
っ
た
家
庭
の
小
学
生
か

ら
中
学
生
ま
で
の
児
童

◆
選
考
方
法

　◆

1課4321、　　　　　 、　　 ￥　　 ￥　　 、

2
、

3
、

小
学
生
低
学
年
の
部

小
学
生
中
学
年
の
部

小
学
生
高
学
年
の
部

中
学
生
の
部

題小
学
生
低
学
年
の
部

　
　
　
　
「
み
ら
い
」

小
学
生
中
学
年
の
部

　
　
　
　
「
七
つ
の
海
」

小
学
生
高
学
年
の
部

　
　
　
　
「
生
き
る
カ
」

　
4
、
中
学
生
の
部

　
　
　
　
　
　
　
「
素
敵
な
笑
顔
」

◆
募
集
方
法

①
応
募
作
品
は
、
原
則
と
し
て
書
き

　
初
め
用
紙
（
約
2
5
セ
ン
チ
×
1
0

　
0
セ
ン
チ
）
ま
た
は
半
紙
を
使
用

　
し
、
未
発
表
の
も
の
で
一
人
1
点

　
と
す
る
。

②
応
募
作
品
に
は
、
必
ず
住
所
、
氏

　
名
、
学
校
名
、
学
年
、
年
齢
を
応

　
募
用
紙
に
明
記
し
、
作
品
と
と
も

　
に
最
寄
の
セ
ン
タ
ー
支
所
へ
郵
送

　
す
る
。

◆
募
集
期
間

　
平
成
1
3
年
1
2
月
1
0
日
～

　
　
　
　
平
成
1
4
年
1
月
2
0
日
ま
で

◆
記
念
品

　
最
優
秀
賞
、
優
秀
賞
に
は
、
賞
状
、

　
カ
ッ
プ
及
び
副
賞
（
図
書
券
）
、
金

　
賞
か
ら
佳
作
に
は
賞
状
及
び
副
賞

　
（
図
書
券
）
を
、
そ
の
他
に
は
参
加

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
こ

出
腰
山
中
聯
沢
譲
出
簾
讐
溝
溝
里
藩

小
柏
東
上
宮
十
田
通
小
本
小
川
東
十
　
　
　
　
干
干
新
堀
東
け

　
賞
（
図
書
券
）
を
贈
呈
し
ま
す
。

　
応
募
作
品
の
著
作
権
は
主
催
者
に

　
帰
属
し
ま
す
。

◆
問
合
せ
は
、
最
寄
の
自
動
車
事
故

　
対
策
セ
ン
タ
ー
ま
で
。

ユ
唇
モ
ー
ル
・

マ
ネ
雪
ジ
ャ
冨
募
集
躍
脚

◆
勤
務
時
間
　
9
時
彗
聡
時

◆
給
　
讐
　
月
報
万
円
程
度

　
　
　
　
　
賞
与
あ
鱗

◆
串
込
み
方
法

　
履
歴
書
を
持
参
の
嶺
難
．
役
場

　
奎
薗
観
光
課
諜
薫
お
願
撚
し
ま

　
叢
。

◆
辮
込
み
締
切
　
錘
蝿
鷲
圏
㈱

◆
闘
盒
せ
先
　
役
場
壷
画
観
蝿
課

　
盈
6
3
－
3
擁
鳳
講

灘灘盤
霧

落志｛吉樂焦℃宮中

知劉渡邊隻萄高道山
題｛井ノ川禾口守子｝本屋敷

苑条｛島田翫謝倉俣

寵揖上原聡将美｝上山

琵剰井之川撫翁本屋敷

磐劉樋・量枝季｝干溝

慧
樹
子
一
子
均
嘉
学
子
央
美
人
美
也
貴

　
美
　
ち
　
　
　
　
　
　
津
　
由

直
由
信
ま
　
智
　
桂
　
奈
和
真
和
美

本
田
瀧
田
樂
沢
山
口
部
島
木
津
滝
畑

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ノ

山
和
清
山
吉
滝
村
樋
服
中
藤
根
清
津

｛
　
　
｛
　
　
｛
　
　
｛
　
　
｛
　
　
｛
　
　
｛

井之川正一一（78）

樋口義二（53）
大島清治（74）
南　雲　道太郎（87）

小林久敏（77）
※掲載を希望しない方は届
　申し出てください。

31件
一〇人

数
者
者
ロ

　
　
　
　
ゼ

　
　
　
　
事

死
傷

●
　
●
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新潟県立魚沼テクノスクールでは平成14年度生徒の追加募集

をしております。

◆募集訓練科・定員・期間

　・電気施設科　若干名　1年問

　・建築科若干名2年間
　・左　官　科　若干名　2年問

◆受験資格

　・電気施設科…………高等学校以上を卒業した者

　　　　　　　（平成14年3月卒業予定者を含む）
　・建築科・左官科……中学校又は高等学校以上を卒業した者

　　　　　　　（平成14年3月卒業予定者を含む）

◆選考
　・受験願書は随時受け付けていますので、特に決まった試験

　日はありません。

　そのため、願書受付後に、試験日は個別にお知らせします。

　・各科とも学科学科試験（国語・数学）と、面接試験です。

　・結果は試験実施後3日くらいで個別に発送します。

◆問合せ先

〒949－7413北魚沼郡堀之内町大字堀之内3335－1

新潟県立魚沼テクノスクール　盈02579－4－2410

12／16 たかき医院響篇欄
12／23 庭野医院禅箭謬：

・
1
2
／ 23

二
葭

上村病院糊3重2翔
12／24 小林内科医院響箭需

12／29 富田医院響冨謂

　
　
編
騰
饗
．
藤

　
朝
の
冷
え
込
み
が
厳
し
く
な
っ
て

き
て
、
目
覚
め
て
も
布
団
の
中
で
ゴ

ロ
ゴ
ロ
し
て
い
る
5
分
間
が
す
ご
く

気
持
ち
い
い
の
で
、
そ
の
誘
惑
と
闘

い
な
が
ら
の
朝
が
毎
日
続
い
て
い
ま

す
。　

こ
の
季
節
に
な
る
と
、
休
み
の
日

な
ど
テ
レ
ビ
を
点
け
て
マ
ラ
ソ
ン
を

見
る
こ
と
が
多
い
よ
う
な
気
が
し
ま

す
。　

マ
ラ
ソ
ン
は
夏
場
に
も
テ
レ
ビ
放

映
さ
れ
て
い
る
ス
ポ
ー
ツ
で
す
が
、

不
思
議
と
こ
の
季
節
の
マ
ラ
ソ
ン
は

見
入
っ
て
し
ま
い
、
力
が
入
っ
て
し

ま
い
ま
す
。

　
4
2
・
1
9
5
㎞
。
長
い
過
酷
な

レ
ー
ス
に
、
選
手
は
ど
ん
な
想
い
を

抱
い
て
い
る
の
で
し
ょ
う
。

　12月15日～1月5日

カレン．ダー

15㈹

16（日）

ドーム中里き☆ら○ら定期投影　合ユーモ

ール　（D11二〇〇～／1：40

ミュージック・プラネ　合ユーモール

016：00～

17（月）

18（火》 遊びの広場　合総合センター

09：30～10：00受付

19㈱
補聴器相談（リオン）　合役場
①／3：45～／4：00

20㈱

21囲
心配ごと相談（村山篤稔）合ディサービス

セ！ンター　013：30～16：00

22（±）

23（日）
祝日　天皇誕生日
ドーム中里き☆ら○ら定期投影　合ユーモ

ーノレ　　（⊃1／：00～1／：40

24（月） 振替休臼

25（火） 補聴器相談（キコエ）　合役場

（D15：30～16：00

26㈱

．27休） 心配ごと相談（廣田和子）合ディサービス

センター　013：30～16：00

28囲

29（土）

、30（日）

31（月）

1㈹ 祝臼　元旦

2㈱

3休）

4囲

5仕）

．繊罐灘響灘…灘灘携……

　　　11月末現在（）は前月比．

●人　ロ　　男3，223人（一2）

　　　　女3，248人（±O）
　　　　計6，471人（一2）
●世帯数　　　　1，705　（十2）
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